
台湾内政、日台関係をめぐる動向（2013 年3月上旬－ 2013 年5月上旬）

｢日台民間漁業取決め｣の締結と第四原発建設の可否をめぐる展開

石原忠浩（台湾・政治大学国際関係センター助理研究員）
（元（財）交流協会台北事務所専門調査員）

日台間の懸案であった「漁業取決め」が4月 11 日に締結された。右「取決め」を受け、5月に
は第1回漁業委員会が開催された。東日本大震災2周年にかかるイベントが台湾各地で開催さ
れたほか、東京で開催された式典における駐日代表の出席が好意的に取り上げられた。

内政では、第四原発問題で、馬英九総統は江宜樺行政院長らとともに建設に反対或いは慎重な
民間団体、北部地域の首長らと会談を重ね、
建設継続への理解を求めた。元政府高官の汚
職裁判の判決、馬主席側近の逮捕、南投県長
の起訴などの事件が相次ぎ、クリーンを標榜
する馬総統はより苦しい政権運営を迫られる
こととなった。

WBC における台湾代表チームの健闘は全
台湾を熱狂させた。中国で死者も出た H 7
N 5型鳥インフルエンザ患者が台湾でも確
認され、当局は対応に追われた。

1．「日台民間漁業取決め」の締結

1996 年から断続的に開催されてきた日台漁業
交渉は、昨年 11 月に第 17 回目の正式交渉を行う
ための第1回の予備会合、本年3月中旬にも第2
回の予備会合が開催された。その後も引き続き水
面下で非公式での交渉を行った結果、4月上旬に
は双方で大筋合意に達し、4月 10 日に第 17 回目
の正式な交渉が行われ、「取決め」は調印された。
ここでは、台湾側の動きを中心に記述する。

（1）第2回日台民間漁業予備会合の開催
3月 13 日、第2回日台民間漁業予備会合が東

京で開催された。交流協会は、プレスリリースで
右会合に関し「会議は友好的な雰囲気で行われ、

双方の意見は一致しなかったものの、建設的な意
見交換が行われた」と評価するとともに、「交渉の
早期妥結に向けて次の協議を行うことで一致し
た」と説明した。1台湾メディアは「尖閣諸島の主
権にかかる問題に関しては日台双方がそれぞれの
立場を主張したが何ら具体的成果を生まず、唯一
の合意は、『迅速に第三回準備会合を開催する』こ
とだけであった」と報じた。2

同紙は関係者の談話を引用し「日本側の今回の
交渉の焦点は、過去の交渉時に日本側が双方の意
見が対立する（日本側が実効支配する）海域にお
いて、大部分の海域を原則禁漁区とし、小さな一
部分を開放する方針であったのが、今回の交渉で
は大部分の海域を開放し、小さな一部分を禁漁区
に設定することで、日本側は台湾に対して善意を
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示したと強調したかったようだが、台湾側は禁漁
区域の範囲の大きさに関心があり、もし禁漁区の
範囲が広ければ大きな意義はない」と述べた旨報
じた。

林永楽外交部長は 14 日、ツバル駐台湾大使館
の開館セレモニーに出席した際、日台関係に関し、
安倍総理がフェイスブック上で東日本大震災に対
する台湾官民の日本に対する支援について改めて
感謝を述べたことにつき、「安倍首相が日台関係
を重視する姿勢を充分に感じることができる」と
述べるとともに「漁業協定が迅速に達成されるこ
とを願う」と述べたと報じた。3また林部長は予
備会合の進展については、「継続しており、決裂し
たわけではなく、事実上かなりの進展があり、将
来的にはわが国の漁船が操業する海域の範囲は確
実に広くなるだろう」と強調するとともに、「第3
回の予備会合は1ヶ月以内に開催される予定」と
説明し、また「我が方は、現在の暫定執行線の概
念を打破し、緯度による海域画定の方法で論争を
消し去る事を望んでいる」、「将来的に双方は、海
洋資源保護区を設定し、ともに漁業資源を守るよ
うにしたい」と述べるところがあった。

第2回予備会合の開催後、台湾メディアは林外
交部長が4月上旬に「日台双方は非公式な交渉
ルートを通じて意見交換を行った結果、双方は漁
船の作業水域に関し非常に具体的な結論を獲得
し、現在協定にかかる正式な文書を作成している
ところである」旨述べたと『中国時報』が報じた。4

また同紙は、他の関係者からの消息として、「日台
双方で長年論争になっていた台湾漁船の操業海域
に関して重大な突破がある」とし、次期正式交渉
では何らかの成果が見込まれる旨報じた。

（2）「日台民間漁業取決め」の締結
4月9日から 10 日にかけて、日台双方のメディ

アから今月中にも日台双方で「第 17 回日台漁業
交渉」が開催される見込みであり、今回の交渉で

はかなりの進展があり、「大筋合意間近」と報じら
れた。5交流協会台北事務所も同日、第 17 回日台
民間漁業協議が台北で開催され、右結果について
は同日午後に発表をする旨報じた。6

交流協会と亜東関係協会は同日午後に交渉を
行った後、双方は「取決め」に合意し、成果を発
表した。7「公益財団法人交流協会と亜東関係協
会との間の漁業秩序の構築に関する取決め」（中
国語：台日漁業協議）は、尖閣諸島から 12 海里の
領海内に台湾漁船が入って操業することは認めな
いが、その外側に位置する日本にとっての排他的
経済水域部分を「取決め適用水域」として台湾漁
船の操業を認めたことで、台湾漁船が操業できる
範囲は従来と比べて約 4530 平方キロも拡大され
るとして翌日の台湾大手3紙は、「協定調印」、「重
大な突破」、「漁場拡大」などと好意的な見出しで
一面トップで報じた。8

交流協会は、プレスリリースで「本取決めによ
り東シナ海の平和と安定が維持され、友好及び互
恵協力が推進され、排他的経済水域の海洋資源の
保存及び合理的な利用と操業秩序が維持できるこ
とで日台間の交流が一層促進されることが期待さ
れる」と指摘するとともに、「右取り決めの円滑な
実施のため外務省（外交部）、水産庁（漁業署）の
各1名から構成される『日台漁業委員会』が設置
され、原則毎年1回定期会合を開催し、意見交換
をすることになる」と説明した。9

台湾外交部は、プレスリリースで「台湾側の出
席者は、寥了以亜東関係協会会長を団長とし、外
交部、海岸巡防署、漁業署他メンバーと日本側は
大橋光夫交流協会会長を団長とし、外務省、水産
庁、海上保安庁他の関係者が出席した」と紹介す
るとともに、「我が方は主権及び当該海域に関す
る主張を堅く守るという前提の下に、対等互恵原
則を基礎に日本との間で合意に達した」と強調し
た。また今回の漁業交渉は、「日台双方の主張が
重なる排他的経済水域における漁船の操業に関す
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るアレンジであり、双方が主張する主権の主張は
含まれていない」とし、「尖閣諸島周辺の 12 海里
は我が方の領海であるが、右海域は今回の協定で
定めた取り決め『適用水域』には含まれていない」
と尖閣諸島周辺の 12 海里は台湾漁船が操業でき
ないことを指摘した。一方で「（台湾側は）主権と
漁業権に関しては一貫して護るという強い態度を
堅持しており、絶対に主権を以って漁業権を獲得
したようなことはない」と主張し、理解を求め
た。10

馬総統は、同日開催された党中央常務委員会で
日台漁業取り決めの締結につき「非常に喜ばしい
ことである」とし、「主権問題では全く譲歩してい
ない中で、漁業権の利益を得た」として高く評価
するとともに、「台日関係は新段階に進んだこと
を意味する」と今協定締結の意義を強調した。11

今結果について、台湾メディアは多くの論評を
寄せたが、概ね好意的な論調であった。『中国時
報』は、日本特派員が今回の交渉において「日本
側が交渉を積極的に促したことは、中台が手をつ
なぎ、日本に対抗しないよう牽制したものであり、
日本か台湾と協力して中国に向き合う意味があ
る」と指摘した。12『聯合報』も同様の観点から

「日本側は尖閣問題における中台間の協力を望ま
なかった」と指摘した。13漁業関係者からは、尖
閣海域を伝統的な漁場としている宜蘭県の関係者
が「不満ではあるが、受け入れ可能である」と指
摘するとともに外交部、漁業署の努力を肯定した
ほか、14「台湾の漁業権にとって大きな突破であ
り、漁民にとっての利益も大きい」と好意的な反
応が示された。15

緑軍陣営からは、許世楷元駐日代表が、「最近中
国海軍は引き続き拡張し、尖閣諸島海域での動き
も活発であり、日本と台湾が手を携え協力し、積
極的に尖閣海域の漁業権問題を解決したのは、東
アジア地域の平和と安定にとって有利であり、日
米安保体制を更に安定したものにする戦略的意義

がある」と述べたほか、「昨年9月の『国有化事件』
により日中関係が緊張したことで、日本側に台湾
と右海域での漁業問題を解決する意向が高まっ
た」と分析した。同じく民進党政権期に駐日代表
を務めた羅福全氏は「日台漁業協定は、尖閣諸島
問題において徹底的に台湾と中国を切り離すこと
に等しいものであり、非常に聡明な決定である」
と強調するとともに、「領土にかかる争議は、国際
法、協議によって解決されるべきであるが、中国
のように武力による脅しを用いたやり方を行って
る現状で、台湾と中国が一緒に行動することは、
国際社会における台湾のイメージが悪くなるだけ
でなく、日本にとっても不利なものである」と述
べるなど、国民党政権に比べて慎重な対中国政策
を主張する緑軍陣営からは対中国の観点から、今
回の取り決め締結を歓迎する意見が出された。16

対日関係の主管機関である亜東関係協会の黄明
朗秘書長は、「過去の漁業交渉では、水産庁は日本
漁民の利益を護るために態度は非常に保守的で
あったが、東日本大震災後に台湾官民が日本に対
する多額の支援をしたことは、日本側に台湾との
友好関係を認識する機会となったほか、昨年の尖
閣諸島をめぐる問題での緊張の高まりにより、外
務省が台湾との漁業交渉における主導権を獲得し
たことが、今回の協定調印を促した」と分析した。

また『自由時報』紙は、今回の協定調印におい
ては、米国が水面下で重要な役割を果たしたと指
摘した。17匿名の外交関係者は「米国在台湾協会

（注：日本の交流協会に相当）関係者と台湾の外交
当局の間では尖閣諸島問題について意思疎通が継
続して行われていた」と指摘するとともに、「漁業
の盛期になると台湾漁民は尖閣付近で操業を行う
ことになるが、そうなれば台湾は公務船を派遣し
漁民保護に従事しなければならなくなり、中台が
協力して『保釣』活動を行うことになりかねない
という事情から、米国は日台双方による漁業交渉
を積極的に支持するようになった」と報じた。
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また中国が、今回の「取決め」に関して中国外
交部報道官が記者からの質問に答える形で「重大
な懸念」、「慎重な対応」を表明したことに対して
は、18『自由時報』は鄒景雯記者がコラムで、「習
近平国家主席は最近開催したボアオフォーラムの
講演で 14 回も平和に言及したが、今般の中国外
交部は、『重大な懸念』（厳重関切）という言葉を
使って（日台漁業取決めを）論じたが、かかる態
度は『平和』を提唱する姿勢と矛盾しないのだろ
うか」と疑義を呈した。19

総統退任後は、台湾でも少数派に属する「尖閣
諸島は日本領土」と主張してきた李登輝元総統は、

「日本が台湾に譲歩しないというのは駄目である。
今回の取決め締結は中国のファクターも関係があ
るのだろう。日本の過去の台湾に対する仕打ちは
ひどすぎた、しかし東日本大地震にかかる台湾に
よる多額の義捐金があり、今回の協議の結果は日
本も反省したといえ、今協定は台湾の漁民にとっ
ても有利である」との発言がなされた。20

（3）馬総統が大橋交流協会会長らと会談
馬英九総統は4月 11 日午後、大橋交流協会会

長らと会見し、昨（10）日日台間で締結された「日
台民間漁業取決め」を肯定するとともに、双方の
関係が前進することに有益であり、大橋会長は「橋
渡し」の役割を果たすことに成功したとして、心
からの歓迎と感謝の意を表明した。21

馬総統は、「漁業交渉は 17 年以上、16 回の協議
が行われてきたが実質的な進展はほとんどなかっ
たに等しかったが、17 回目の交渉でついに具体的
な結果を得ることができたことは、日本政府と台
湾住民は今回の成果を前向きで有意義なものであ
るとの見方を示すと信じる」と述べた。

また、総統は「釣魚台（尖閣諸島）は我が国固
有の領土であるとともに右海域は我が国漁民の
100 年以上に及ぶ伝統的な漁場であり、基隆、新
北、宜蘭の漁民にとって大きな利益をもたらすも

のである」と強調した。
さらに主権問題に関しては、「今回の交渉では

合意に達することはできなかったが、我が方は漁
業権に関しては大きな進展があり、主権の主張を
堅持しながら、双方が論争点を棚上げするという
前提の下に、平和的手段で争いを解決したことは、
国際法と国連憲章の要求に合致するものであり、
昨年8月に我が方が東シナ海の緊張した情勢に鑑
み『東シナ海平和イニシアチブ』を提案したこと
は空虚な主張ではなく、日本政府の重視と関心を
獲得し、将来的に東シナ海が『平和と協力』の海
になり、東アジアの平和と安定の基礎となること
を望む」と述べた。

馬総統の発言に対し、大橋会長は「今回の取決
めは大きな重要な一歩をふみだしたことになり、
まさに日台双方が緊密な信頼関係を有しているこ
との証である」と指摘し、「今回の交渉では双方は
知恵を出し合い、長期の懸案であった漁業問題を
解決したことは、日台の長期的な平和友好関係に
資すると信じる」旨述べるところがあった。

（4）その他の馬総統の関連発言
馬総統は4月 13 日、南部屏東県の国民党関係

の座談会に出席した際、先日の「漁業取決め」の
締結に言及し、「我が方は東シナ海で 4500 平方キ
ロの操業区を拡大させた。釣魚台の主権に関して
は、我々は全く譲歩していないが、漁業権に関し
ては大きな進展を得たことは政府の努力の結果で
ある」と強調し、理解を求めた。22

（5）日台漁業委員会の開催
「日台民間漁業取決め」に基づき、双方の漁船の

操業にかかる問題を交渉する日台漁業委員会の開
催に向けた予備会合が5月1－2日にかけて東京
で開催された。日台双方の出席者は「取決め」に
基づいて設置す右委員会のあり方などにつき意見
交換を行い、5月7日に日台漁業委員会第1回会
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合を台北で開催することが決定したと報じた。23

5月7日、日台漁業委員会第1回会合が台北に
て開催された。今会議には、日本側は交流協会、
水産庁、外務省、海上保安庁、沖縄海区漁業調整
委員会等の関係者が、台湾側からは、亜東関係協
会、外交部、海岸巡防署、漁業署、魚業団体の関
係者が出席した。日台双方が4月の「取り決め」
に基づき双方の国内法を修正すること及び、本年
5月 10 日より施行されることを確認した。24台
湾外交部は、今会合において「一部のイシューに
おいては、双方に見解の相違が見られたが、右『取
決め』に関しては高く評価しており、引き続き協
議を行い、『取決め』内容の実施に向けて努力する
ことで一致し、ならびに日台漁業委員会は日台双
方が漁業問題で意思疎通を行う重要なプラット
フォームであるとみなし、今年中に第2回会合を
開催することで同意した」と説明した。

日台双方のメディアでは、『自由時報』紙が「具
体的な協力にかかる問題では合意にいたらなかっ
た」との指摘がなされたほか25、日本側からは『琉
球新報』が社説で、操業ルールを策定できないま
ま「取り決め」内容が発効し、操業が始まること
に懸念を強調する報道がなされた。26

2．東日本大震災2周年にかかるイベントの開
催

（1）東京で開催された追悼式典に沈斯淳代表が
出席

3月 11 日、沈斯淳台北駐日経済文化代表処代
表は、日本政府の招請に応じ、東京にて開催され
た第2回東日本大震災追悼式典に出席した。沈代
表は、政府及び国民を代表し、震災で亡くなられ
た方に哀悼及び慰問の意を表明するとともに献花
をした。27

『自由時報』は台湾の代表団が、今年の式典に正
式な公的な代表団の名義で出席を招請され、昨年
と異なり他の政府代表団と同席したことに対し、

中国政府が、断固として反対すると抗議を行い、
中国政府代表が韓国政府代表とともに代表を出席
させなかったが、その理由に関しては、日本に対
する「尖閣諸島問題と台湾への待遇に対する不満
をこの機会を利用して表明したものではないか」
と報じられた。28

何震寰外交部代理報道官は、「我が方の追悼式
典への出席の目標は、先の震災で亡くなられた方
への哀悼の意を表明することにあり、座席の位置、
代表団の規模などは主催である日本の政府のアレ
ンジを尊重する」と述べ、中国の抗議については、
正面から言及することはしなかったと報じた。29

（2）台湾各地で追悼、交流イベントが開催
台湾においても各地で震災2周年にかかる追

悼、交流イベントが開催された。3月 10 日、在台
湾日本人留学生組織などの主催により「日台・心
の絆 ～震災から2年目の東北に向けて～」が昨
年に続き淡水で開催された。当日は、太鼓演奏、
歌、折鶴、展示物紹介などのイベントが行われ、
多くの人が集まった。30

翌 11 日には交流協会の主催による「震災・復興
レセプション」が開催された。今年のレセプショ
ンは、「民間交流」を基調とし、被災者救済活動に
参加したボランティア及び NGO 関係者、与野党
立法委員を招待して開催された。佐味祐介・台北
事務所副代表は、交流協会を代表して台湾への感
謝の気持ちを表明した。31会場では、被災地から
派遣された東北地方の大学生が、震災にかかる簡
単な報告と自身の感想などを紹介し、震災から得
た知見を台湾の関係者と共有するところがあっ
た。

3．日台議員交流

3月 25 日-27 日にかけて「アジア・太平洋国会
議員連合（APPU）」年次総会および理事会が東京
で開催され、台湾から王金平・立法院長を団長に
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超党派の議員により組織された総勢 13 名による
代表団が訪日した。25 日夜には APPU 日本議員
団が開催した歓迎レセプションに台湾の関係者は
出席した。32右レセプションで王院長は各国代表
団を代表して挨拶したほか、日本からは野田前首
相、麻生副総理などが挨拶をした。

翌 26 日には超党派国会議員で構成される日華
議員懇談会による歓迎レセプションが開催され議
員団のほか沈斯淳駐日代表も出席した。33平沼赳
夫日華懇会長は挨拶で、「昨年の衆議院選挙後、日
華懇の所属議員が 257 名に増えた」と紹介すると
ともに、「日台の漁業問題及び台湾の国際会議へ
の参加について全力でサポートしたい」と述べる
ところがあった。王院長からは、APPU 総会で台
湾が提案した「国際民間航空機関」（ICAO）と「国
連気候変動枠組み条約」（UNFCCC）に対する台
湾の参加に関する2つの決議案が採択されたこと
に感謝の意を示した。

4．日台文化、学術交流

（1）宝塚歌劇団による公演の開催
4月6日から9日間まで宝塚歌劇団による台湾

公演が開催された。34台湾メディアは、公演の中
でテレサテンも唄った「月亮代表我的心」を中国
語で披露したほか、台湾の流行音楽を取り入れる
など今公演は「台湾の雰囲気」が十分に感じられ
る内容となったとの紹介のほか、35日本文化研究
者によるコメントも紹介された。36

（2）輔仁大学で尖閣問題にかかるシンポジウム
が開催

4月 17 日、新北市の輔仁大学で「2013 年第5
回釣魚台列島国際シンポジウム」が開催され、馬
総統が開会式に出席した。3720 分に及ぶ祝辞で総
統は「1895 年4月 17 日に下関条約の結果、尖閣
諸島を含む台湾などが日本に割譲されたが、118
年後の本日このようなテーマで会議が開催される

ことは特別な意義がある」と述べる一方で、「先の
日台間の漁業取決めは、領土の論争にかかる問題
の平和的解決に資するものであり、尖閣問題解決
のための先例となり、東シナ海の繁栄と平和を促
進するものである」との指摘がなされた。

また別のセッションでスピーチを行ったアラ
ン・ロンバーグ（Alan D. Romberg）元米国務省日
本部長は「日台双方が尖閣の主権問題を棚上げし、
漁業取り決めを締結したことは日台関係の友好を
示すものであり、台湾漁民が利益を得るだけでな
く、日台関係が更に緊密になり地域の平和と安定
に資するものである」として評価する発言があっ
た。38

5．寥了以亜東関係協会会長の辞任と後任人事

5月6日の台湾各紙は、4月の漁業取決め交渉
で台湾側の代表団団長を務めた寥了以亜東関係協
会理事長が一身上の都合で辞任を提出し、右につ
き馬総統は再三にわたり、慰留したが、寥会長の
辞任の意志が強かったことから、最終的に馬総統
は寥会長の意思を尊重し、辞任を認めたと報じ
た。39台湾各紙は、寥会長自身は否定しているも
のの今辞任の理由は来年 12 月に実施予定の台中
市長選挙出馬への準備であるとの指摘がなされ
た。40寥会長は、過去に台中県長を努めたことも
あり、2009 年の台中市長選挙への出馬を模索した
が、その際現職の胡市長に譲る形で出馬を辞退し
ていた。

現職の台中市長は、胡志強市長が 2001 年から
3期務めているが（注：2001-9年は旧台中市長、
2009 年以降は旧台中市と台中県が合併し直轄市
となった台中市長を努める。）同市長に対する、施
政満足度が低く、同人の健康問題もあるところ、
次期選挙に胡市長が再出馬するのか否かが注目さ
れており、国民党内部で公認候補をめぐる動きが
活発になるとの分析がなされた。41なお、国民党
内には、胡市長と寥氏両名のほか、台中選出の立
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法委員で出馬を模索する者がおり42、民進党陣営
でも 2010 年の前回の選挙で健闘した蘇嘉全元屏
東県長のほか、台中選出の若手立法委員が数名名
乗りを挙げている。43

廖会長の後任人事に関しては、前立法委員で現
国家安全会議諮詢委員の李嘉進氏の名前が挙がっ
ており、一部報道で内定との指摘もあった。44

6．第四原発建設問題をめぐる情勢

3月に大規模な建設反対デモが行われた台湾で
は、建設継続支持の政府と国民党、建設継続反対
の民進党を中心とした緑軍という「わかりやすい」
構図に微妙な変化が見られ、住民投票の行方にも
大きな影響を及ぼす可能性が指摘された。

（1）地方首長、政治関係者の動向
建設予定地の市議会議員、立法委員の中には国

民党籍の者でも慎重或いは反対する者が散見され
たが、3月 21 日に郝龍斌台北市長がメディア関
係者との会見中に「第四原発の安全性に疑義が呈
せられており、放射性廃棄物の処理場の問題もあ
るところ、もし明日住民投票が実施すれば、自分
は不支持を選択する」と述べるとともに「将来、
安全にかかる情報が明らかになり、世論調査で反
対者が多数になる趨勢になれば、立法院は協議と
決議によって第四原発の建設の可否にかかる問題
を決定してもいのではないか」と建設継続反対に
言及した。45ポスト馬英九の一人に挙げられる同
人の主張は、政府の方針と異なることから、「激震」
という表現で各紙は関連発言を報じた。同日中に
右消息を知った馬総統が直接郝市長と電話で意思
疎通を図ったと報じられた。一方、林俊憲民進党
報道官は、郝発言につき「第四原発問題は党派を
超えた問題であり、郝市長の勇気を肯定し、同人
が有する政権への影響力を発揮し、皆で第四原発
建設反対の流れを促したい」と述べた。46発言翌
日に、馬総統は急遽郝市長と会談の場を持ち、意

思疎通をしたものの、郝市長は「不支持の考えは
変わらない」旨表明したと報じられた。47

江行政院長は、第四原発の建設地である新北市
と隣接する台北、基隆の三市長（注：3名とも国
民党籍）と会談し、第四原発建設にかかる意見交
換を行った。会談後、行政院報道官は、三つの共
通認識「原発の安全問題を優先、非核国家建設の
目標は不変、政府が放射性廃棄物の処理に係る問
題で責任を持つ」に達したと説明した。48事前に
建設不支持を表明していた郝市長は、「会談後も
自分の考えは変わらなかった。世論調査の方法で
反対が多数であれば、必ずしも住民投票を実施せ
ず建設中止を決定すれば良い」との立場を強調し
た。49

ポスト馬の有力候補に挙げられる朱立倫新北市
長と張通栄基隆市長は、「廃棄物の処理問題を先
に解決すべき」50、「第四原発の稼動の可否は全国
民で決定すべき」51と条件付ながらも住民投票の
実施には反対しないことをそれぞれ表明した。

他の政治関係者の発言では、李登輝元総統が4
月 11 日にメディア関係者との茶話会で「台湾経
済における安定した電気供給の観点から原発は必
要である」と従来の立場を強調し、住民投票に関
しては「棄権する」旨述べるところがあった。52

反原発を主張する民進党にとって李元総統の原発
支持の主張は「震撼弾」になるとの指摘がなされ
た。53その他、統一志向の新党主席である郁慕明
氏は、「第四原発の住民投票問題は政治問題化さ
れている」とし、住民投票の実施に反対の意向を
表明した。54

台湾における原発イシューは、日本の原発事故
の影響もあり、台湾住民の認識を大きく変えた。
言い換えるならば、「反原発」、「非核国家」へ向か
う方向に大きく舵を取ろうとしている感がある。
まさに民進党報道官が指摘したように与野党、藍
緑といった党派の対立構造を超えて支持、反対が
入り混じった状況を浮き彫りにした。
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（2）第四原発建設反対関係者との意思疎通
政府は、地方首長らだけでなく反原発運動に従

事する関係者とも意思疎通を重ねる努力を示し
た。3月 31 日の日曜日、馬総統は江院長ら高官
及び専門家を率いて第四原発はじめ反原発活動を
展開している女性、婦人が幹部を占める「媽媽監
督核電聯盟」と会見し、右組織が疑義を呈する原
子力発電の安全性などについて意見交換を行っ
た。554日には江院長率いる行政院の関係者が反
原発団体と会談し、現在放射性廃棄物が貯蔵され、
安全性の問題が指摘されている蘭嶼島から、他施
設への移転を約束したと報じられた。56

政府関係者と反原発団体との対話は、双方が従
来の主張を繰り返すことに終始し、いかなる歩み
寄りもなく、改めて意見の相違を明白にした。台
湾社会を二分しかねない重要なイシューにつき、
反対者と対話を求め、政策に理解を求める姿勢は
評価すべきではないかと思う。今年中にも実施さ
れる可能性がある第四原発建設の可否を問う住民
投票まで、政府は幅広い各界との意思疎通と関連
情報の公開に努めるべきであろう。

7．政治家の汚職問題

（1）李朝卿南投県長が起訴
昨年 11 月末に収賄の疑いで身柄を拘束された

李朝卿南投県長は、拘束当日に県長の職務は停職
処分になったが、事態を重く見た国民党は、早く
も 11 月 30 日に同人を党員資格停止処分としてい
た。57その一方で、民進党が当日、収賄罪で起訴
された同党籍の張花冠嘉義県長に対し、党員資格
停止等の党規処分を下さなかったことにつき、国
民党は民進党の身内の汚職(疑惑)に対する「寛大」
な姿勢を批判していた。

3月 26 日、南投地検は約4ヶ月に渡る調査の
末、李南投県長を公共工事に掛かる収賄容疑等で
正式に起訴した。同人は保釈金2千万元を収め、
同日4ヶ月ぶりに仮釈放された。起訴状によると

李県長の容疑は 130 件あまりにも及ぶと報じられ
た。58李県長は、仮釈放後、正式な判決が出る前
の状態にあることから職務復帰の意向を示し、復
職にかかる申請を主管部門の内政部に申請した。
当初、内政部は「法律による行政を行う」として、
同人の復職を許可する方向で調整が進むと見なさ
れてきたが、民進党籍の立法委員、南投県議から
李県長辞任を要求する声があがったほか、59元民
進党主席で 2006 年に大規模な反腐敗運動を主導
し、当時の陳水扁総統に辞任を求めた施明徳氏は、
馬総統に李県長を復職させないようよびかけ、も
し馬総統が李県長の復職を認めるのであれば、現
政権に対して再び「反腐敗運動」を立ち上げる意
向を示すなど、世論は厳しい様相を示した。60世
論の注目が集まる中、4月1日に李鴻源内政部長
は、「李県長の起訴案件は政府の公共工事にかか
る収賄容疑だけでも 100 件以上にものぼってお
り、嫌疑は多く複雑であるため、復職を認めず、
引き続き停職処分とし、公務員懲戒法により、監
察院で調査する処分にした」と報じ、李県長の申
請を却下した。61今案件については、現政権の汚
職問題に厳しく対処する馬総統の意向を反映した
との見方が大勢を占めた。

表1は収賄等の容疑で検察に起訴された国民
党、民進党の県市長に対する党紀処分、行政処分
の比較である。『聯合報』は両党の対応には違い
があり、民進党は「現在の司法は不公平であり、
政治的な打撃を加えており、信用できない」とい
う理由で、同党関係者に対して「寛大な処置」を
していると批判的に報じている。62

（2）頼素如台北市議兼国民党報道官が収賄容疑
で身柄拘束

李県長の起訴で揺れる中、国民党籍台北市議で
馬総統が兼務する党主席の弁公室主任を兼務する
頼素如女史が台北市の大型都市開発事業にかかる
業者からの収賄容疑で身柄を拘束された。63同女
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史は一度、保釈金を準備し仮釈放されたものの、
再び拘留が決定し、取調べが続いている。64頼市
議は馬総統が台北市長時代から重用し、台北市議
を四期務めているほか、党内では中央常務委員、
首席報道官を歴任しており、将来が嘱望される人
物であった。右に対し、馬主席は3月 29 日に「驚
き、心が痛む」と表現するとともに「頼議員は我々
と同じチームで仕事をしてきており、この知らせ
はとても悲しい」と述べるとともに、「法に背いた
者に対しては法律の制裁を受けるべきであり、司
法を尊重する」、「全党員と国民に謝罪する」との
表明を発表した。65

昨夏に収賄容疑で逮捕された林益世前行政院秘
書長の事件により、クリーンな馬総統率いる国民
党政権が受けたダメージから、まだ完全に立ち
直っていない時期に起こった今事件の影響で、国
民党内部には「馬主席は次期主席選挙の出馬を止
めるべきだ」との声もあがり、謝坤宏同党中央常
務委員が党主席選挙への出馬を表明するなどの動
きが出始めた。66しかしながら、馬主席に近い関
係者は「馬主席が再選しなければ、国民党は更に
混乱する」とし、馬主席自身も再選への意思は少
しも揺らいでないことを強調するなど、67泡沫候
補の立候補声明は、地方レベルの不満の一端を示

す程度のインパクトしかない。基層ではポスト馬
の思惑も絡み、国民党内の政局に発展する可能性
も取り沙汰され始めた。

（3）林益世元行政院秘書長の判決
台北地裁は、収賄の嫌疑で昨年6月末に逮捕さ

れた林益世元行政院秘書長に対し、懲役7年4ヶ
月、公民権剥奪5年、罰金 1580 万元の判決を言い
渡した。検察は、①公務員が職権を利用した恐喝
罪②不法財産取得（財産来源不明罪）③収賄④マ
ネーロンダリング容疑で無期懲役を求刑していた
が、地裁は今事案は収賄には当たらないとし、①
と②の件にのみ有罪とし、③④に関しては無罪判
決を下した。マネーロンダリングなどの罪で起訴
されていた同被告の妻、実母、おじらに対しても
全員無罪の判決が下されたことから、台湾各紙は
総合紙からタブロイド紙までほぼ全ての新聞で

「軽すぎる判決だ！」との論調で報じられた。68

右判決に対し、国民党は文化伝播委員会副主任
委員が「司法の判断を尊重する」という紋切り型
の回答をしたが、69民進党は林報道官が「今判決
は社会が期待していた判決結果に全く合致しない
ものであり、国民多数の認識と大きな落差があ
る」70として司法に対する不満を表明した。
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表1 汚職疑惑の国民党、民進党の県長に対する対応

国民党 民進党
人名
役職

李朝卿
南投県長

張通栄
基隆市長

鄭永金
前新竹県長

張花冠
嘉義県長

蘇治芬
雲林県長

陳明文
前嘉義縣長

事案 公共工事
賄賂

犯罪者を逮
捕しないよ
う警察に圧

力

業者からの
収賄

業者収賄
2件

業者収賄
2件

業者収賄
公共工事

司法進度 検察起訴 検察起訴 1,2 審無罪 地裁審理中
検察審理中 無罪確定 1審無罪

検察審理中

党紀処分 資格停止 資格停止
3ヶ月

起訴
即資格停止 無し 無し 無し

行政処分 停職、監察
院での調査 無し 無し 無し 停職後

復職
停職後復職

無し
資料來源：「首長涉案，藍綠態度」『聯合報』（2013 年4月2日）頁3。



右判決に関しては『TVBS』が判決直後の5月
2－3日にかけて世論調査を行ったが、右結果は

「軽すぎる判決」の 70％が「丁度良い判決」11％、
「重すぎる判決」1％を圧倒的に上回り、世論の司
法判決への不満を表わした。

8．鳥インフルエンザ（H7N9 型）に対する対
応

3月下旬、中国政府が安徽省で鳥インフルエン
ザ（H7N9 型）の感染患者2名が死亡したと発表
した。71その直後から台湾では 2003 年に大流行
した SARS（重症急性呼吸器症候群）の教訓を踏
まえて、防疫態勢の警戒レベルを引き上げた。72

馬総統は、防疫対策の指揮センターとなる防疫情
報センターを自ら視察するなどして、政府全体で
全力を挙げて取り組む姿勢を内外に示した。73

4月中旬以降、中国人の死者数、感染者数が拡
大を続け、台湾でも警戒感が高まる中で 24 日に、
台湾で初の感染者が確認されたと衛生署疾病管制
局指揮センターが公表した。74同センターによる
と患者は、53 歳の台湾人男性で発病前の3月 28
日から4月9日まで中国江蘇省蘇州へ出張で滞在
していたが、中国滞在時に家禽類との接触や生の
家禽類や卵を食した経験はなかったと説明した。
同人は帰台後、12 日から発熱、倦怠症状が現れ、
16 日以降に高熱の症状がでたため入院、検査など
を行い 24 日の精密検査で陽性が確認され、現在
台湾大学病院で入院し集中治療を受けていると説
明した。邱文達衛生署長は、「疫病情勢は充分に
掌握し、関連措置と適切な指示をするとともに国
際保険規約（IHR）と両岸間の医薬衛生協力にか
かる覚書に従い、世界衛生機構と中国大陸当局に
窓口機関を通じて通報した」と指摘し、国民に対
し冷静な対応を取るよう呼びかけた。

鳥インフルエンザの流行に従い、様々な影響が
起きている。旅行業界の関係者は、3月末以降中
国での感染が広がり始めてから、台湾から中国へ

の観光客は3割減となったとの指摘がされた。75

また予防に必要なマスク需要の激増にそなえ、マ
スク製造工場では生産ラインを 24 時間稼動する
など増産態勢に入ったことなどが報じられた。76

なお、5月上旬の段階では、346 の疑わしい事
例が通報されているものの、その中の確定病例は
前述の1人にとどまり、1人が検査中であるが、
それ以外の全ての事例が感染していなかったと説
明している。77

9．WBC で代表チームが健闘した台湾で野球
熱が再び高まる

台湾でバスケットボールとスポーツ人気を二分
する野球が、WBC における代表チームの健闘の
影響で3月は全台湾が「棒球」に酔いしれた。台
湾は1次ラウンドの開催地であったことに加え、
王建民、郭泓志ら元大リーガー、陽兄弟ら日本の
現役プロ野球選手を代表チームに迎え入れたこと
で当初から「最強チーム」の呼び声が高かった。
3月2日の初戦を王の好投で豪州に4-1で勝利
し、78翌3日は逆転でオランダを8-3と退けたこ
とで1次ラウンド突破に前進したことで台湾島内
の興奮は高まった。791次ラウンド最終戦は宿敵
韓国との対戦になった。台湾の人々にとって、野
球、テコンドーなどの競技で常に国際大会で凌ぎ
を削ってきた経緯から、韓国に対しては「敵意」
にも近いライバル意識を抱いている。試合は2-
3で接戦の末逆転負けとなったが、得失点差で韓
国を上回り、グループ1位で東京開催の二次ラウ
ンド進出を果たした。80

二次ラウンド初戦の日台戦は、日本の国際試合
の中でも球史に残る名勝負となったので記憶に新
しいが、延長戦の末、日本が4-3で逆転勝ちし
た。81台湾の専門家は、「9年前のアテネ五輪の予
選グループ（この時も王建民が好投）での惜敗を
彷彿させたが、あと1人、あと1球で勝利できた
今回はこの 10 年で最も日本を追い詰めたゲーム
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となった」と称し代表チームの健闘を称えた。82

台湾代表チームは翌日のキューバ戦に大敗したこ
とで二次リーグで姿を消したが、台湾各紙は台湾
チームのパフォーマンスを改めて賞賛した。83

敗戦翌日に帰台した代表チームは、台湾のス
ポーツ行政の主管機関である教育部の部長（文科
相に相当）が数百人のフアンとともに空港に出迎
えた。84その後、台湾プロ野球の開幕直前に、馬
総統が野球好きとされる周美青夫人とともに代表
チームを総統府で招宴した。85馬総統は挨拶で代
表チームの優れたパフォーマンスを肯定したほ
か、1千万人以上の台湾の野球フアンをテレビに
釘付けにしたことは、国民の野球に対する支持と
野球の発展を促すものであったと強調した。

（2）台湾プロ野球の開幕
WBC の興奮冷めやらぬ中、台湾プロ野球は開

幕戦で 17963 人という大観衆を集め WBC 1次ラ
ウンドの開催地であった台中で開幕した。86翌日
の台北天母球場の開幕ゲームも満員の観衆を集
め、郝台北市長、周美青総統夫人も観戦するなど
野球ブームは持続する気配を示している。87台湾
のプロ野球は、かつて国際大会で代表チームが好
成績を挙げると人気が高まるが、その都度やくざ
が違法賭博を行い不当な利益を得るため選手に八
百長をさせる事件が発生し、再び人気が低迷する
ことを繰り返してきた。筆者も昨年何度か最寄の
天母球場で台湾プロ野球を観戦する機会があっ
た。（その際には偶然総統夫人も観戦していた）

昨年参戦したゲームの観客数は2千人前後で、一
緒に観戦した米野球に詳しい日本の専門家は「こ
ののどかな雰囲気は米3 A クラスの試合の雰囲
気だね。でも経営は厳しいだろうね。」などと話
ていたことを思い出した。野球好きとしては台湾
で野球人気が高まるのは喜ばしいことであり、今
後の発展に期待したいと思う。

10．陳水扁前総統の台中の監獄への移送

陳前総統は 2008 年 11 月の逮捕後、土地の不正
取引への関与の事案での有罪判決を受け服役中で
あるが、同人の健康問題が陳前総統と面会した関
係者や医療関係者の話が紙面を賑わすことがあっ
た。

4月1日、陳前総統が入院中の台北栄民総医院
の主治医が、立法院で陳前総統の病状につき、「鬱
病のため自殺の可能性があり、自宅療養にすべき」
であると報告した。88右に対し法務部は「自宅療
養は合法ではない」とするとともに、現在の様態
は緊急を要する状況ではないと自宅療養措置はと
らないと指摘した。89総統府は、法務部の決定を
尊重するとして介入する気がないことを強調し
た。90

4月 20 日の未明、陳前総統は病院施設が付属
した監獄に移送された。91右措置に対して一部の
立法委員は法務部に抗議し、法務部長室のドアを
破損させる事案が発生したほか、親族や支持者の
多くが収監された培徳医院に押しかけたと報道さ
れた。92
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